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はじめに

　情報通信技術の進展に伴い、新しいメディアとしてソーシャルメディアが注目されている。高等教育機
関においても東京大学等でソーシャルメディアの教育的活用［１］の研究が行われている。しかし、現在、
ソーシャルメディアを活用している学生の多くは、中学校、高等学校等でIT技術に親しんだ世代であり、
利用にあたり心理的抵抗が少ない。一方で、社会人にとって就学期間にIT技術を利用した経験が少なく、
利用に二の足を踏むケースが多い。また学習者のモチベーションの観点では、学生は、講義の単位、資格
取得など、直接的なインセンティブがあるのに対して、社会人は問題意識や学びたいという意欲が中心
で、それを維持するのが、困難である。そこで本稿では、ソーシャルメディアを活用した受講生が継続的
に利用可能な学習支援の仕組みを提案し、社会人を対象とした講座での実践を通して効果とその評価につ
いて考える。

第Ⅰ章　ソーシャルメディアの活用

１．１ソーシャルメディアと学習支援
　現在、日常の学習支援をするシステムとして、e-learningを導入していない高等教育機関は見あたらな
いといってもいいほど、普及している。またFacebookやTwitterなどのソーシャルネットワークサービス
（Social Network Service, SNS）が急速に普及し，利用者による情報発信が活発になっている。ソーシャ
ルメディアの特徴として、他者との交流の活性化［２］があげられ、人と人とのつながりを活性化させる
ツールとして着目されている。高等教育機関でも利用が広がり、徳島大学などではキャンパスSNSとして
運用されている［３］。また学習支援システムとしてSNSを活用した授業研究も進められており、導入の結
果、授業満足度の向上や学習者間の交流が活性化する［４］などが報告されている。しかし、いずれも学生
の単位取得といったインセンティブがある場合の利用がほとんどで、公開講座等の社会人の学習支援を対
象とした実践例は少ない。
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１．２　支援システムの方法
　e-learningに代表されるこれまでの非同期型の学習支援システムでは、受講生側の問題点として、学習
するという意識がなければ利用されず、また受講生は講義が終われば全く利用しなくなるケースが多々
あった。また教員側の問題点として、作成にプログラム言語の知識が必要である、コンテンツ作成に時
間がかかるなどがある。結果、受講生にとっても教員側にとっても日常的に活用する状態にまで広まっ
ていない。そこでこれらの問題を解決するために、本研究では既存のソーシャルネットワークサービス
（SNS）であるFacebook上を活用した。Facebookを活用した点としては、家庭等で学習が容易である、受
講生同士が疑問や興味を共有できる、Facebook上で議論することができる、といったことがあげられる。
またソーシャルメディアを利用する際に受講生からよく挙げられる不安として、「情報漏えいが心配であ
る。」「毎日の閲覧が困難である。」がある。これらは、グループ内のみの閲覧制限が可能である、更新情
報を指定のメールアドレスに送信できる、といった機能を活かすことで、利用の促進が可能である。また
Facebookの特徴であるEdgeRankと呼ばれるアルゴリズムは、投稿者との親密度、コメント数などから算
出され、Twitter等の他のSNSに比べ人間関係の濃度を観察できるといった点が学習支援に活用できる。

第Ⅱ章　支援の実践

２．１　授業の概要
　有効性を検証するため、平成23年度５月～６月（表１）、平成24年５月～６月（表２）の２年間にかけ
て実施した香川大学公開講座「情報コミュニケーション論」の授業の中で活用した。本講座は、情報とは
何かを、考察しながら、ICTを活用する技術を学ぶ全６回の講座である。講義編はパワーポイントを用い
て行う講義形態の授業である。実習編は講義内容に合わせて、その都度、PCを使い課題を行う形態の授
業である。実習については、Googleの活用方法など、Facebook以外のICT活用法を中心に行った。

表１　「情報コミュニケーション論（平成23年度）」の概要
授業回 主な授業内容 形態
１ 情報とは何か～必要な情報、不必要な情報～ 講義
２ クラウドコンピューティング、スマートフォンの未来 講義
３ Googleの活用法①検索エンジンの不思議 実習
４ Googleの活用法②世界中を旅行できる？ 実習
５ SNSについて（Facebookなど） 実習
６ Twitterで未来が予測できる？ 実習

表２　「情報コミュニケーション論（平成24年度）」の概要
授業回 主な授業内容 形態
１ 情報とは何か～必要な情報、不必要な情報～ 講義
２ クラウドコンピューティング、スマートフォンの未来 講義
３ Googleの活用法①検索エンジンの不思議 実習

４ ソーシャルメディアの果たす役割
～東日本大震災を通して～ 実習

５ Twitterで未来が予測できる？ 実習
６ Power Pointをつかったプレゼン・デザイン 実習
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２．２　受講生の特徴
　平成23年度は、受講者は19名であり、男女比は、男性が９名、女性が10名であった。年齢構成は60歳
代が10名と最も多く、次いで70歳代が４名、50歳代が２名、40歳代が１名、30歳代が２名であった。家庭
でのインターネット普及率は19名中17名で89％あった。総務省「通信利用動向調査（平成22年度）」［５］で
は家庭での普及率は78.2％であるので上回る水準であった。しかし、ソーシャルメディアの利用について
は、全員が未経験であった。
　平成24年度は、受講者は、11名で、男女比は、男性が５名、女性が６名であった。年齢構成は60歳代
が、10名、40歳代が１名であった。家庭でのインターネット普及率は、11名中９名で82％であった。総務
省「通信利用動向調査（平成23年度）」［６］では、家庭での普及率は、79.1％であり、２年連続で上回った。
ソーシャルメディアの利用については、11名中８名が経験あった。平成24年度で、ソーシャルメディアの
利用経験が増えた理由として、「東日本大震災で注目され利用を開始した」「iPadなどのモバイル端末を持
ち出したらから」といった意見が挙げられる。ただ利用経験者の中にもアカウントを取得しただけでほと
んど利用していないケースもあった。
　平成23年度、平成24年度を通じて受講生の平均年齢は高い。IT機器の家庭での主な利用目的は、２年
連続で「インターネット」「Wordなどのワープロソフトの利用」が多かった。また受講生同士がもともと
友人関係であるのは、平成23年度が４名（２組）、平成24年度は２名（１組）であり、講座を通じて新た
に人間関係を構築していただいた。

２．３　授業の様子
　第１回目の講義の中で受講生にFacebookアカウントを作成し、Facebookに慣れる作業を実施した。
Facebookアカウント開設の際にメールアドレスの登録が必要であるが、トラブル回避のため、受講生が
家庭で利用しているメールアドレスではなく新規にwebメールを作成してもらい登録を行った。受講生相
互のコミュニケーションを図るために各自、自己紹介を実施した。第３回目の実習以降は、授業中に課題
を与え、Facebook上で答える作業を実施した（表３）。質問等は適宜、Facebook上でも受け付け、教員
側が回答した。また毎回の講義終了後、受講生同士がFacebook上でトピックスを提供しあうこととした。
回を重ねるごとにコミュニティは盛り上がるようになった。

表３　授業におけるソーシャルメディアと連動した課題

課題 課題内容
課題実施率 課題実施率
（％）（h23） （％）（h24）

自己紹介 簡単な自己紹介をプロフィール欄に掲示する。同
じ受講生に対してコメントを行う。 100 90

写真の添付 ソーシャルメディア上に写真をアップする。  78 81

オバマ大統領まで辿り
つけるか。

受講生がリアルに会ったことがある友人にリンク
の申請を行い、「６次の隔たり」等スモールワール
ド現象の実証実験。

 63 45

授業に関する質疑応答 授業に関する質疑を行い受講生同士でそれらに返
答する。  31 45

２．４　授業外学習時間
　学びを定着されるためには、予習、復習等の授業外の学習時間が欠かせない。しかし社会人を対象とし
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た公開講座では課題を与えられるという経験が少ない。受講生の中には戸惑いも見られたが、課題に取り
組むことで、授業外学習時間の確保が達成された。課題実施率は、比較的簡単で自己完結できる「自己紹
介」や「写真の添付」は実施率が高かったが、他の受講生とコミュニケーションが必要な「授業に関する
質疑応答」に関しては低かった。

２．５　ソーシャルメディア上の受講生のコメント分析
　ソーシャルメディアでは利用者のコメントがログとして記録ができる。この機能を利用して、受講生の
コメントの分析（表４）を行った。日常会話を含めた①情緒的なコメント、授業に有益な情報等の②情報
提供的なコメント、③評価に関するコメントの３つのカテゴリーに分類した。コメントのカテゴリー別集
計数（表５）の通りである。受講生一人あたりの平均投稿数は、情緒的なコメントは、13.2回、情報提供
的なコメントは、4.5回、評価に関するコメントは、0.8回である。受講生にとって日常会話的なものをコ
メントすることは容易であるが、自己評価や他者評価をするのが難しいことがわかった。情報提供的コ
メントによる協調学習効果は観察できた。実施の２年間を通じて差異は見られなかった。受講生にとって
は、今回の講座が初対面の同士がほとんどであり、大学生と違い日常での講座受講生同士の人間関係の構
築が希薄な点も影響していると考えられる。

表４　コメント分析
カテゴリー 具体例

①情緒的なコメント 元気ですか？
おはようございます。など

②情報提供的なコメント こうすればうまくいきますよ。など
③評価に関するコメント ○○さんはすごいですね。

私はここがうまくできませんでした。など

表５　コメントのカテゴリー別集計数
情緒的なコメント 情報提供的なコメント 評価に関するコメント

受講生19名（平成23年） 185 63  8
受講生11名（平成24年） 212 72 17
教員１名（平成23年）  32 55 19
教員１名（平成24年）  18 34 32
（コメント投稿数集計期間　講座開講期間中）

第Ⅲ章　結果の考察

３．１　受講生による評価アンケート結果
　講義終了後、授業の改善点などを問う授業評価アンケートを実施した。平成23年は16名の受講生から回
答を得た。平成24年は11名の受講生から回答を得た。授業評価アンケートは５件法で実施した。講義全体
の感想については、９割以上の受講生が「とても楽しかった」「まあまあ楽しかった」と回答しており、
一定の成果があったといえる（図１、２）。また「講義で利用したサービスを今後、活用したいか」とい
う設問に対しも９割以上の受講生が「積極的に活用したい」「機会があれば活用したい」と回答しており、
一定の成果があったといえる（図３、４）。講義内容を理解できたかという設問に対しても、９割以上の
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受講生が「大変理解できた」「まあまあ理解できた」と回答している。（図５、６）

３．２　学習の継続性
　本講座終了後の学習の継続性を検証するために、Facebookのモニタリングを実施した。受講生が企画
した勉強会、アカウントの継続性の２点について報告する。一般的な生涯学習講座は、講座が単発で開催
される傾向が強く学習者同士のつながりができにくいが、ソーシャルメディアを活用することで、交流が
持ちやすく、その後の学習活動によい影響を与えられることが考えられる。

（１）勉強会の開催
日　時：平成23年８月３日　13：30~15：30
参加者：４名
内　容：受講生がFacebook上でITの活用に関する課題を出し合い、それらを解決する目的の勉強会
日　時：平成24年７月６日、７月13日　両日とも14：30～16：00
参加者：３名
内　容：パソコンに関する勉強会

図１　講座の全体感想（平成23年度） 図２　講座の全体感想（平成24年度）

図３　今後活用したいか（平成23年度） 図４　今後活用したいか（平成24年度）

図５　講義内容は理解できたか（平成23年度） 図６　講義内容は理解できたか（平成24年度）
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（２）アカウントの継続性
　講座期間中に開設したFacebook上のグループを引き続き利用してもらい、継続性を検証した。授業中
に作成したFacebookアカウントは、現在（2013.2.4）も利用している受講生は、平成23年度は13名、平成
24年度は、10名である。また平成24年度は、講義内で、TwitterやFacebookの記事をもとに作成するweb
新聞［７］活用法を学んだが、継続的に発行している受講生が２名おり、一定の学習の継続性が見られた。

第Ⅳ章　まとめ

　本稿では、講座での実践を通して、ソーシャルメディアを活用した、受講生が継続的に利用可能な学習
支援を提案した。既存のツールを活用することで継続的な利用が見込まれることがわかった。しかしなが
ら、受講生同士の学びの場としての機能することを期待していたが、協調学習の観点からは、社会人に
とって自己評価や他者評価することは難しく、教員側が協調学習を促す必要があることがわかった。今後
の課題としては、学習支援の内容がIT関係の講座での実践であったため、受講生にとって取り組みやす
かったことが考えられる。そのために他の講義内容での検証が必要である。また公開講座での実施である
ため、試験等の講義理解度に関する調査は行っていない。大学の講義等で活用する際には理解度に関する
厳密な測定が必要である。
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